








された原原種は同年秋にすぐ植え付けること

になるため、雲仙農場では種いもの病害検定を

出荷先の原種秋作栽培と同時期に進めること

になります。 

当農場の種苗生産チームは、他の農場のよう

に生産、検定など業務ごとに細分化されておら

ず、原原種生産から輪作ほ場の管理まで全ての

業務をチームで協力して進めています。学生時

代はラボワークが中心だったためほ場での作

業はとても新鮮でやりがいがあります。ありが

たいことに、これまでに幾つか運転・作業資格

を取得させていただいたので、少しずつですが

トラクターやフォークリフトの作業も、指導を

受けながら行っています。種ばれいしょの収穫

時には、低床トレーラー付きのトラクターを運

転し、ミニコンテナに集めた種いもの回収を担

当しました。が、自分の運転技術の未熟さもさ

ることながら、他の作業機が複数稼働している

ほ場内で自分の動線を意識して動くことがで

きず、余分に手間をかけさせてしまい申し訳な

さでいっぱいでした。現在の種苗生産チームは

私を除いて皆ベテランの方ばかりなので、その

技術や知識を一つでも多く身につけていける

よう努力しなければと常々感じています。 

 

これからについて 

 雲仙農場は微量測定機器を扱う検定業務か

ら大型トラクターの運転まで多種多様な仕事

に携われる良い場所だと思うので、機会を逃さ

ずに幅広く経験を積んでいきたいです。慣れな

いうちは与えられたものをこなすことで精一

杯でしたが、今後は業務をより効率よく進める

ために何が必要かを考えて工夫できるよう努

めていきたいと思います。  
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 沖縄農場業務部の稲葉です。平成 30 年４月

に採用され、つくば本所での研修を経て、同年

の７月から現在まで沖縄農場に勤務していま

す。 

 沖縄農場は、本島北部の東村にあります。名

護市街地から約 30 ㎞、那覇空港から約 100

㎞に位置し、「やんばるの森」と「サンゴ礁の海」

に囲まれた自然豊かな環境です。晴れた夜には

満天の星を見ることができます。 

 ここでは、私がこれまで携わってきた「遺伝

資源植物の保存・増殖」と「さとうきびの原原

種生産」の２つの業務について紹介します。 

 

業務について 

着任から一年半は遺伝資源チームにて、パイ

ンアップルやさとうきび等の熱帯・亜熱帯性植

物を中心とした約 1,300 点の栽培管理や、に

がうりの種子再増殖を行いました。保存してい

る植物には野生種等があり、新品種育成等の研

究の素材として使われることもあります。遺伝

資源は、一度失われると二度と取り戻すことは

できないことから、責任感を持って日々の観察

と適切な栽培管理に努めました。 

その後、さとうきびの原原種生産に関わる網

室・検定チームに異動し、さとうきびの調苗（苗

づくり）、肉眼・PCR 検定、植付、収穫、機械

整備等、多くの業務を経験しました。現在は、

さとうきびの品質検査業務を主に担当してお

り、原原種の「形態調査」と「発芽調査」を行

っています。 

さとうきびは、栄養繁殖性であるため種苗の

増殖率が低いうえに、ウイルス病、細菌病など

の病害が種苗とともに広まり、被害を拡大させ

やすい性質を持っています。一般農家の安定生

産を支えるため、さとうきびの種苗生産は原原

種（沖縄・鹿児島農場）→原種（県）→採種（市

町村、農業団体）の３段階で行われています。

沖縄農場では、育種機関から導入した品種を、

３段階で増殖し、健全無病な原原種として県に

…いま何してる？… 沖縄：稲葉 彩花 調査員 

網室からのさとうきびの刈り出し 

さとうきびの場内用セル苗生産 
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供給しています。 

どの業務も天候等の影響で計画どおりにい

かないことが多く、自然相手の仕事の難しさを

痛感する日々です。特に沖縄は台風による影響

が大きく、台風に備えた栽培管理、施設の対策

が重要となります。台風襲来後は、散乱した資

材や木の枝などの後片付けや、きびおこしを台

風あけの晴天の中おこなっています。 

 

 

 

今後の抱負 

さとうきびの品種について、特性などを説明

できるようになりたいです。例えば、農研機構

の育成品種である「Ni27」は、やや太茎の高糖

性であり、夏植えで需要のある品種です。農場

に訪れる農家さんの方が私より品種や栽培に

ついて詳しいことも多く、まだまだ教えてもら

うことばかりなので、さとうきびの生産に携わ

る職員として、少しでも有用な情報を伝えられ

るようになりたいです。また、病害や機械関係

についても、技術を習得したいと思っています。

 

 

 上北農場業務部の中根です。平成 30 年 4 月

に採用され、同年 7 月から現在まで上北農場に

勤務しています。 

上北農場は、空気や水がきれいで自然豊かな

青森県七戸町にあります。周辺地域には温泉が

多くあり、海産物や農産物などおいしい物がた

くさんあります。私は特にホタテが好きです。

冬になると、農場周辺は積雪が最大 150 cm 程

度にもなります（赴任した当初は雪の多さに驚

きました…）。 

上北農場では、ばれいしょの原原種生産及び

遺伝資源保存業務（りんごやくるみ等）を行っ

ています。国内の種ばれいしょは段階的に増殖

されており（原原種→原種→採種）、種苗管理セ

ンターは大元となる原原種の生産を行ってい

ます。 

 

現在の業務について 

私は現在、原原種生産・検定チームに所属し、

主に病害の検定業務を担当しています。検定業

務は、健全かつ無病な原原種を生産・配布する

ために重要な業務です。具体的には、ばれいし

ょ栽培期間中にウィルス病等の罹病株や、品種

特性を現していない異常株の「抜取り」を行っ

ています。抜取り期間は植付けた塊茎が萌芽し

てから収穫前に地上部を刈取るまでの僅か 3

か月あまりの期間ですが、原原種生産にとって

は、重要な期間でもあります。冬期には各種病

…いま何してる？… 上北：中根 麻冴美 調査員 

抜取り作業の合間に 

ハーベスタのオペレート作業 

- 7 -

種苗管理センターニュース 第88号（2020.9）



害について、ELISA や PCR を用いて検査を行

っています。大学生の頃はラボワークが中心だ

ったので、最初は広大なほ場を歩くだけでくた

くたでしたが、今では体力もつき、フィールド

ワークが楽しくなりました。抜取り技術は一朝

一夕には身につきません。先輩職員の方々に着

目するポイントを聞き、各種病障害や品種特性

を目で覚えながら、経験を積んでいます。また、

栽培管理などの生産業務を中心に行う職員と

の連携も大切です。病害虫防除に関する情報共

有をしっかりとするよう、努めています。職場

は気さくな方が多く、忌憚なく意見を交わすこ

とができ、明るくアットホームな雰囲気で、

日々仕事をしています。 

 

 

 

今後の抱負 

現在の業務に携わるようになって、丸 2 年に

なります。病害検定に係る業務については、計

画から主体的に考えることも増えました。赴任

当初から、フィールドワークとラボワーク両方

において、生きた知識に富んだ上司や先輩職員

に教わることができ、感謝しています。これか

らは、学んだ知識をアウトプットして後輩職員

に伝え、自分自身も理解を深めていきたいです。

抜取りや検査技術をさらに向上させていくと

ともに、検定業務を行う中での気づきを課題提

起し、原原種の品質向上につなげていくことも

重要だと考えています。また、農業機械の運転

や生産計画、栽培管理などの生産業務にも携わ

り、トラクターで真っ直ぐ耕起作業ができるよ

うになりたいです。あわせて種苗生産業務全体

について、学んでいきたいです。

 

 

西日本農場業務第２部第２チームの山田で

す。平成 30 年の 12 月に種苗管理センターに

採用となり、4 か月間本所の栽培試験課で勤務

したのち、平成 31 年４月に現在の部署に配属

となりました。 

 

 

西日本農場について 

岡山県笠岡市に農場があり、美観地区のある

倉敷市や後楽園のある岡山市など近辺に観光

地が多いです。 

農場には 3 つの業務部があり、業務第 1 部

が種苗検査業務と遺伝資源保存業務、業務第 2

部と第 3 部が品種登録のための栽培試験業務

をそれぞれ担当しています。 

 

担当業務について 

 昨年は栽培試験の実務担当者として、スベリ

ヒユ種の栽培試験を担当し、現在はニューギニ

アインパチェンス類の栽培試験を担当してい

ます。担当植物は初めて触れる植物種ばかりな

ので、日々先輩方にご指導をいただきながら植

物と業務について勉強しています。 

 第 2 チームでは品種登録出願点数の多い植

物種も扱っており、そのような植物の特性調査

ニューギニアインパチェンスの特性調査 

…いま何してる？… 西日本：山田 優生 調査員 
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をする際はチーム全体で業務にあたります。そ

の場合には業務の割り振りをしたり進捗状況

を確認したりと、協力して仕事をしなければな

らないため、積極的にコミュニケーションをと

る必要があります。特性調査のピークの時期は

いつも以上に忙しくなりますが、チームで仕事

をするのは楽しく、学ぶことも非常に多いです。 

 私自身はまだ不慣れな部分が多いので、少し

でもミスが減るように日々気を付けています。

また、業務の割り振りを考えたり、今後の見通

しを立てるなど、どのようにすれば最も円滑に

業務が進められるかを考えるように努めてい

ます。 

 植物の調査時期以外では時間的に余裕がで

きる時もありますが、その時も他に何かできる

ことや今後のためにしておかなければならな

いことがないかを常に考えて日々行動するよ

うにしています。 

 

今後の抱負について 

西日本農場に赴任して、1 年経過しました。

植物の栽培技術の習得には経験を要するので、

まずは日々担当植物を観察し、薬散や水管理を

どのようにすればよいのか見通すことができ

るようになりたいと考えています。そのために、

疑問に思ったことを先輩方に質問したり、文献

などで調べたりして植物の栽培に関する知識

を深めていきたいと思います。 

また、４月から第 2 チームに新たに 2 人の

メンバーが加わりました。昨年は上司や先輩方

から指示を受けることばかりでしたが、今年は

私から指示を出さなくてはならない機会が少

しずつ多くなってきたと感じています。そのた

め指示を出す際には分かりやすく伝えるため

に、要点をまとめて伝達できるようになりたい

と考えています。

 

嬬恋農場業務部 MnT（ミニチューバー）生産

チームの高木です。平成 30 年 4 月に採用とな

り、同年 7 月から現在まで嬬恋農場に勤務して

います。嬬恋農場は標高約 1200ｍに位置する

ため、夏でも涼しく過ごしやすいのが特徴です。

また農場の周囲には、村の特産品であるキャベ

ツ畑が広がっていて、近くには鹿沢温泉、万座

温泉、草津温泉など有名な温泉が沢山あり、キ

ャンプ場やスキー場などのレジャー施設も充

実していて、大変自然環境に恵まれています。 

 

現在の業務 

私は平成 31 年４月から MnT 生産チームに

配属となり、培養苗の増殖を担当するとともに

ミニチューバー（MnT）の生産全般に渡る業務

に携わっています。ミニチューバ－は培養器内

で増殖をしたウイルスフリーの苗を、病害虫か

ら隔離された生産施設のバーミキュライト培

地に植え、養液で栽培を行い、10ｇ以上の塊茎

から順次収穫を行っています。種苗管理センタ

ーではウイルスフリーの培養苗→ミニチュー

バー→基本種→原原種という段階で増殖を行

…いま何してる？… 嬬恋：高木 千夏 調査員 

MnT 収穫 
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っているため、ミニチューバーは国内の種いも

増殖の最上流の塊茎になります。ばれいしょは

栄養繁殖性であり、増殖率が 10 倍程度と低い

です。そのため自分が生育に携わったミニチュ

ーバーが元となり、何年もかけ種苗として国内

に流通していくことを考えると、やりがいを感

じるとともに、責任感を持ちながら業務に取り

組んでいます。 

 養液栽培では、ほ場の栽培とは異なる点が多

くあり、日々学びながら業務を進めています。

培養の段階で苗は 10cm 程の大きさですが、

生産施設内での栽培中には、地上部が自分の背

丈を超えるほどに成長します。また収穫期間は

長いものでは４か月にわたり、最盛期には週に

２回収穫を行っています。わずか数日でも塊茎

が大きくなっているのが確認でき、植物の生命

力に驚きました。また地下部を見ることができ

るため、品種によって塊茎の付き方、ストロン

の伸ばし方などに特徴があることがわかり、と

ても興味深いです。 

 

今後の抱負 

 ミニチューバー生産に携わり、今年で２年目

となりました。種苗管理センターでミニチュー

バ－生産を担当しているのは北海道中央農場

と嬬恋農場の２場だけなので、貴重な経験をし

ています。今年度から培養を任され、作業をス

ムーズに行うには計画性をもって進めること

が重要であることや、自分の知識や経験不足を

痛感している次第です。まずは先輩職員のご指

導のもと、日々の業務を確実に行い、知識や技

術の習得に努めたいと思います。また、今後は

様々な経験を積み農研機構に貢献できるよう

な人材になりたいです 

 
 

培養作業 
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